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１ 。

Ｐ Ｐ 極 細 繊 維 使 用 不 織布 によ る 油汚 れ の 拭 き 取 り 効 果

実 践 女 大 家 政　 城 島 栄 一 郎　 ○ 菅 沼 由 美　 杉 井 朋 子　 鈴 木 淑 子

被　　服

目 的　 家 庭 で 使 用 す る 各 種 洗 剤 によ る 環 境 汚 染 が 問 題 と な っ て い る。 最 近主 と し て 台

所 用 に、 洗 剤 を 使 用し な い ワ イ ピ ン グ クロ ス が 開 発 さ れ て き た。 ワ イ ピ ン ダ クロ ス は ポ リ

プ ロピ レ ン（ Ｐ Ｐ ） の 極 細 繊 維 を 使用 し た 不 織 布 が 使 用 さ れ てい る。 本 研 究 で は ワ イピ ン

グ クロ ス の 拭 き 取 り 効 果 と そ の 評 価法、 拭 き 取 り 機 構 に つ い て 検 討し た。

2. 試 料　 試 料 と し て メ ル ト プD    -   P    P 不 織 布（ 三 井 石 油化 学 工 業 よ り 提 供 ）を 使 用し た。

繊 維 の 直 径 は1  ～3 μ ｍ で、 通常 の ス パ ン ボ ンド の1    0 数 分 の １ 程 度 の 極細 繊維 で あ る。

比 較 の た め の 試 料 と し て、 市 販 の キ ッ チ ン ペ ー パ ー、 ス ポ ン ジ、 キ ム ワ イプ を使 用 し た。

汚 れ 成 分 と し て は サ ラ ダ オ イ ルを 使 用し た。

3. 実 験 方 法　 ガ ラ ス板、 Ｐ Ｐ 板、 ス テ ンレ ス 板 の上 に サ ラ ダ オイ ル を 滴下 し、 回 転 板 上

に 取 り 付 け た ワ イビ ン グ クロ ス、 キ ッ チ ン ペ ー パ ー、 ス ポ ン ジ、 キ ム ワ イプ（ 各々 乾 燥 状

態 と 湿 潤 状 態 の ２ 通 り ）で 拭 き 取 っ た。 拭 き 取 り 前 後 の サ ラ ダ オイ ル の 重 量 を 測定 し、 拭

き 取 り 率 を 求 め た。 ま た、 各 試 料 の、 吸 水 性、 吸 油 性、 乾 燥 性 な ど を 求 め た。

4. 結 果

拭 き 取 り 率 は、 乾 燥時 及 び 湿 潤 時 の い ず れ の 場 合で もＰ Ｐ 極 細 繊 維 を 使 用し た ワ イ ビ ン

グ クロ スが 最 も 大 き く、 ス ポ ン ジ が 最 も 小 さ い。

スポ ン ジ や キ ッ チ ン ペ ー パ ー な ど 通 常 の も の で は、 ガ ラ ス 板 は プ ラ ス チ ッ ク（P    P  ） に

比 較 し て 拭 き 取 り に くい。 特 に 湿 潤し た 試 料 で は 拭 き 取 り 率 の 低 下 が 大 きい。 し か し な が

ら、 ワ イ ピ ン グ ク ロ ス で は 低 下 が みら れ な か っ た。
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目的　 衣服の温熱的快適性は、 人体･衣 服-環 境系での無･ 水分･ 空気の移動に左右される。 本研究では。 着用

状態を模擬した実験により, 織物の通気抵抗、 熱抵抗、 水分移動抵抗を材料特性とし、 皮膚と織物との聞の空

気層、 環m の 温度、 湿度、 風速、 皮膚の温度。 水蒸気圧などから、 この系での熱･ 水 分同時移動を予測する半

理諭式を導き、 その予測精度を確かめる。

方法　 恒温恒湿室内(20 ～21 °C,60～65XRH) に設 置した風洞内( 風速o.3~i.4i/s) に平板無板を舞き。 これを

一層の織物で空気)i(0~8mn) を設 けて被覆し。 熱板から環境への定常熱移動量をThermo Laboll" に より,  0.

下の3 つの条件で測定する。(A) 熱 板温度を環境温度より約lo ℃高温として水分移動を伴わない熱移動量を測定

し- 頭熱移動抵抗Rt を求める。(B) 湿潤濾紙を置いた熱板の温度を環境温度と同温とし、 水の蒸発による熱移

動量を測定し。 水の蒸発潜熱から水分移動抵抗wt を求める。(C) 湿潤 濾紙を置いた無板の温度を環境温度より

約10"C 高 温とし、 蒸発熱移動も含んだ熱移動量Qb を 測定する。 ここで. 湿 潤濾紙は発汗した皮膚を模羅して

いる。(A),(B) で測 定されるRt  ,Wt については、 空気層, 織物、 織物表面から環境へ至る各無抵抗と水分移動

抵抗の直列モデルを仮定して、 幟物の通気抵抗。 熱抵抗、 水分移動抵抗、 空気1. 風速をパラメータとして半

理論式を導き、 その妥当性を検証する。 また,    (C)の熱･ 水分同時移動の系でのQ ≪を, 顕熱 移動と水分移動と

が互いに独立に並列に生じると仮定して算出する。 その一計算には、(A),(B) で 実測および上述の半理論式から

計算されるRt  ,Wt を 用い。 各々予測されるQ ≫と(C) に よるQ ≪の実測値とを比較し、 予11 精度を確かめる。 試

料は繊維の異なるポリエステル、 羊毛、 綿、 絹などを含む織布30 種である。

結果(A),(B) の 実験によってRt  ,Wt の半理諭式の妥当性が検証され、 これらを用いて計算したQv. は空気

層3 ～8ininの範囲において、 かなりの精度で予測できることを明らかにした。 文献1) 川 端:織 機誌,40,41(1987)
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